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表 1 徽州の面積と人口 
 績溪県 歙県 休寧県 黟県 祁門県 屯溪区 徽州区 婺源県 合計 
面積 
（km2） 
1126 2236 2125 847 2257 249 424 2947 12211 
人口 
（万人） 































（1990）には，1958 年に含山県の 1698 戸 2671 人を休寧県に移住させたという記載があ
る。但し，生活習慣が異なるため，戻った人も多かった。上述の 2671人のうち，1286人












































12058 38320 10316 157410 125548  215067 251853 
人
口 


















                            



















































地図 5 徽州古道と鉄道交通図 
 
1.3.3 徽州公路と鉄道 

























































































































































































                            
6 この小節で挙げた例はすべて『徽州方言研究』（平田昌司等 1998）に拠る。また，黟県方言や祁門方
言などと呼ぶのはすべて県庁や区庁所在地の方言を指す。 








「京」（*-ŋ），根（*-ŋ）は，績溪方言では［nɔ44］［th i44］［tɕiɑ 31］［kɑ 31］，黟県方言では［noɐ44］























P 布薄巴比 Ph 爬歩破白 m 米毛満命 f 斧飛房発 v 横温原月 
T 到東多徳 Th 逃土動奪地 n 脳泥年奴熱   l 老犁連爐 
Ts 紫走精追 tsh 草字清墻   s 三心時星  
tɕ 紙主経専 tɕh 陳出軽直及   ɕ 戯書興実  
K 改講貴簡 Kh 苦開共狂 ŋ 襖鵝藕瓦 x 厚海虎灰  
Ø 王雨月衣用     
 
韻母（38） 
ɿ 之事子紫 i 低泥去十 u 補五夫 y 女魚主水 
A 馬家排江 ia 夜亮張养 ua 花抓快塊 ya 靴曰 
ɛ 来賠男二眼山耕 iɛ 葉者也 uɛ 官関灰   
E 編悲写尖 ie 県爺 ue 桂衰最 ye 追磚巻 
ɔ 刀敲学木 iɔ 表姚朝箬     
O 婆火走短床算 io 頭酒後薬     
                            
8 『徽州方言研究』（平田昌司など 1998）に拠る。 
11 
 
   根村灯東 i   心深星城 u   公紅滾 y   雲閏雄用 
  iʔ 一尺錫 uʔ 骨国哭竹 yʔ 出桔 
aʔ 甲殺八 iaʔ 脚洽 uaʔ 刮闊  
ɛʔ 貼百客   uɛʔ 或  
eʔ 節北黒 ieʔ 浙歇   
ɔʔ 法脱割 iɔʔ 薬若   
  ioʔ 浴菊曲   
M 母    
N 爾    
 
声調（6） 
陰平 [31] 三西東高天庁詩低 
陽平 [44] 皮田名南来時人 
上声 [35] 九古口稲坐両米有 
陰去 [313] 四送対去蓋菜大 
陽去 [33] 洞树面硬乱動,熱月薬学六毒 

































































表 3 先行研究から収集した方言資料 
番
号 
地点 著者 出所 発行所 発行年 

















































































表 4に本論文が研究対象とするすべての地点を列挙した。表 3に挙げた 15 地点を除く
90地点の方言資料は，すべて筆者がフィールドワークで収集したものである。調査は 2015



















































































祁山鎮 寺前 Q1 
臨溪鎮 臨溪 J2 楊村郷 楊村 H2 鳧峰郷 鳧坑 Q2 
長安鎮 鎮頭 J3 富溪郷 富溪 H3 金字牌鎮 金字牌 Q3 
上庄鎮 上庄 J4 洽舍郷 長潭 H4 大坦郷 大中 Q4 
板橋頭郷 中村 J5 呈坎鎮 石川 H5 祁紅郷 閶頭 Q5 
揚溪鎮 揚溪 J6 呈坎鎮 呈坎 H6 塔坊郷 塔坊  Q6 





海陽鎮 北街 X1 平里鎮 平里 Q7 
家朋郷 家朋  J8 璜尖郷 璜尖 X2  溶口郷  溶口  Q8 
瀛洲郷 瀛洲 J9 白際郷 白際 X3 蘆溪郷 蘆溪 Q9 




徽城鎮 古關 Ｓ1 榆村郷 富溪 X5 渚口郷 大北 Q11 
上豐郷 上豐 Ｓ2 龍田郷 浯田 X6 歴口鎮 許村 Q12 
富竭鎮 中溪 Ｓ3 嶺南郷  璜茅  X7 古溪郷 古溪 Q13 
許村郷 許村 Ｓ4 嶺南郷 嶺南 X8 安凌鎮 城安  Q14 
王村鎮 八村 Ｓ5 五城鎮 古林 X9 閃里鎮 桃源 Q15 
森村郷 
漁岸 Ｓ6 斉雲山鎮 岩腳 X10 新安郷 高塘 Q16 
童川 Ｓ7 渭橋郷 渭橋  X11 箬坑郷 箬坑 Q17 





紫陽鎮 紫陽 W1 
街口鎮 新門 Ｓ9 陳霞郷 回溪 X13 溪頭鎮 下溪 W2 
璜田郷  
璜田 Ｓ10 板橋郷 板橋  X14 江灣鎮 江灣  W3 
胡埠口  Ｓ11 
溪口鎮 
江潭 X15 段莘郷 中村 W4 
長陔郷  長陔  Ｓ12 和村 X16 秋口鎮 秋口 W5 
紹濂郷 紹濂  Ｓ13 流口陳 流口 X17 思口鎮 思口 W6 
桂林鎮 桂林 Ｓ14 汪村陳 汪村 X18 清華鎮 里村 W7 
15 
 
溪頭鎮 黃村 Ｓ15 
鶴城郷 
漁塘 X19 鄣山郷 車田 W8 
北岸鎮 北岸 Ｓ16 新安
源 
X20 
浙源郷 查村 W9 
枸梓里鎮 蘇村 Ｓ17 沱川郷 河東 W10 
三陽郷 三陽 Ｓ18 籃田鎮 南塘 X21 中雲鎮 中雲 W11 




碧陽鎮 郭門 Y1 賦春鎮 沖田 W12 
岔口鎮 岔口 Ｓ20 宏村鎮 宏村 Y2 鎮頭鎮 遊山 W13 
溪頭鎮 洪村口 Ｓ21 碧山郷 梘溪 Y3 許村郷 許村 W14 
深渡鎮 
漳潭 Ｓ22 洪星郷 大星 Y4 珍珠山郷 珍珠山 W15 
定潭  Ｓ23 西递鎮 葉村 Y5 太白鎮 太白 W16 
岔口鎮 英富坑 Ｓ24 
宏譚郷 宏譚 Y6 龍山郷 坑頭 W17 









 石門郷 石門 Ｓ25 柯村郷 柯村 Y8 
       





































は 6，語彙は 17である。具体的な項目は表 5の通りである。 
 
表 5 分析対象とした 23項目 
01「扶胡」の声母 09 母屋 17サツマイモ 
02「猴」（猿）の音声 10 トンボ 18父の妻の対面呼称 
03月 11「宝飽」の韻母 19父の兄の妻の対面呼称 
04ソラマメ 12 ナス 20全濁声母 
05昨日 13 鼻 21そり舌音 
06拾う 14 ミミズ 22父の姉妹の対面呼称 
07寝る 15 台所 23単音節声調 
08見る 16 ジャガイモ  
 
4.1 AB 型分布 





































































































































表 6 徽州東部で“明るい”の「光」を使った用例 




天光星 金星（明星） H5（呈坎），Y6（宏譚） 
鋥同光，鋥同溜光 非常に明るい 績溪県10 











                            








地図 9 “ソラマメ”の語形 
 
語形と分類  







































ȵiɛi]，「昨朝」[tsho tɕie]，「長朝」[tɕh   tɕie]である。このうち，「長」と「倉」は，
いずれも同音字であり，語源を表したものではない11。 
この四つの語形の中心語(head)に拠って，「日」系語形と「朝」系語形の二類型に分類 





































日」はこのほか，S2（上豊）の[tʃhɑŋ ni]と S5（八村）の[tʃh  ni]がある。第一音節の
韻母は黟県の 5地点と異なるが，鼻音成分は同じメカニズムによって発生したものと考え
る。S2（上豊）と S5（八村）には，それぞれ韻母[ɑŋ]，  ]が存在している。S2（上豊）
で韻母[ɑŋ]の影響を受け，[tʃhɑŋ ni]になっているが，S5（八村）で韻母  ]の影響を受







































































 語形と分類   
徽州で“寝る”を表す語形は二つある。「睡」[tɕy]と「困」[khuaŋ]である。「困」は「睏」
とも書く。 





































































































“母屋”を表す語形は五つある。それぞれ「堂前」[tha tshe]，「庁」[th ]，「庁下」[th  















































 [kɔ kɤ]系語形には[kaŋ kɤ]，[kaŋ kɔ]など韻母の相違による変異形があるほか，声
母が変化した［kɔ  tɕi］もある。 
「蜻蜓」系語形には「蜻蜓」[tɕhi  ti ]のほか，「蜓蜓」[th  th ]，「蜓蜻」[th  s ]，
「蜻蜻」[tɕhiɤ tɕhiɤ ]がある。「蜓蜓」の前に修飾語を付加した語形もある。「蒼蝿」[tshoŋ 
iɛ ]（ハエ）を付加した「蒼蝿蜓蜓」，「面糊」[mie u]（糊）を付加した「面糊蜓蜓」，「雨
蜓蜓」[y t  t ]などである。 
















































































































豪韻 [ɤ] [ɤ] [ɤ] [ɤ] [ɔ] [ɔ] [a] 
咸山摂14：「男」，「山」 [ɔ] [ɔ] [ɔ] [ɔ] [ɔ ] [ɛ] [] 
假摂：「茶」,「家」 [ɔ] [ɔ] [o]/[io]15 [ɵ] [ə] [a] [o] 



























河沿いの H1（信行）と H6（呈坎）に点在している。坑頭型[ɒ]は婺源県の W17（坑頭）に
点在している。 
2．半広母音型の古関型[ɔ]は，閶江流域，歙県の新安江流域，豊楽河に分布している。
三陽型[ɛ]は，練江の東部及び S3（中溪）などに散在している。富溪型[ʌ]は H3（富溪） 

























表 8 肴韻での文白異読 
 H6（呈坎） X16（和村） X17（流口） X2（白際） Q17（箬坑） Q11（大北） 
白読 「孝」[a] 「閙」[ɔ] 「抓」[ɔ] 「抓」[ɔ] 「巧」[ᴀ] 「巧」[ᴀ] 

























































































































































地図 19 “ミミズ”の語形 
 
 [xau xuɛ]系語形は第一音節の声母が原則として[x]であるが，同じく[x]声母を有する
「紅」を含まない。[xau xuɛ]のほか，[xo xuɛ]，[xau khuɛ]，[xaŋ khuɛ]，   u ŋi]，
[xu ŋei]，[xa ɚ]などがある。また， [ŋɔ ȵi]もこの類の変異形と見なす。 
[紅]系語形は第一音節がすべて「紅」であり，「紅蟻」  u  ŋi]，「紅滾」[xɤŋ kuɤŋ]，「紅
女」[xɤŋ y]などを含む。 
[khuaŋ khuɛ]系語形は第一音節の声母が原則として[k]である。[khuaŋ khuɛ]のほか，[khɔ  










































る。おそらく[xau xuɛ]系に*[xuaŋ xuɛ]のような語形があり，それが[khuaŋ khuɛ]に変化
した後，[khɔ  khuɛ]，[khaŋ khuɛ]，[khaŋ tɕhyen]などに変化したのではないだろうか。そ





























「竈下」系語形は「竈下」[tsɤ xo]，「竈下頭」[tsɤ xo ti]のほか，「鍋」を付加し
た「鍋竈下」[kɤ tsa xa]，「鍋竈後」[kɤ tsɤ xɤ]などを含む。また，「竈下」の変異形と













































4.5 ABCA 型分布 
ABCA 型分布とは，語形 A が間に語形 B と語形 C を挟みこむように分布するパターンで






“ジャガイモ”を表す語形は五つある。それぞれ「馬鈴薯」[muɐ    tɕhy]，「馬鈴芋」
















































 語形と分類  
“サツマイモ”を表す語形は修飾語によって，「蕃」系語形，「紅」系語形，「山」系語
形の三類型に分類した。 
 「蕃」系語形は「蕃薯」[fum ɕy]，「蕃苕」[foɐ sau]，「蕃芋」    y]がある。「飯芋」 
    y]は「蕃芋」と声調が異なるが，変異形と見なした。 
 「紅」系語形は「紅薯」[xɤŋ tɕhy]，「紅苕」[xɛn ʃo]を含む。 



















































                            



















































































「母」系語形は「母」[m]のほか，「大母」[tɤ m]，「阿母」[a m]，「伯母」[pa m]など



















































































































表 9  Y7（漁亭）における古全濁声母の無気音化比率（胡貴躍 2012） 
中古声母 
有声破裂音 有声破擦音 
平 定 匣 群 从 邪 澄 崇 船 禅 
無気音 41 70 5 32 12 1 18 8 1 0 
有気音 54 50 2 38 58 20 48 9 2 15 













れも無気音で発音される字が３つある。ところがその内訳は次のように異なる。     
X14（板橋）：「棋」[tɕi],「洞」[t ],「茶」[tsɔɐ] 





S9（新門）と S11（胡埠口）は，いずれも 13の無気音がある。一つの差異として S9（新
門）では「弾」[tɔ ]，S11（胡埠口）では「局」[tɕiɤ]が無気音である。 
S9（新門）： 「平」[p ]，「皮」［pi］，「糖」[tõ]，「近」［tɕi ］，「洞」[tɤŋ]，「地」［ti］，




















































表 10 徽州方言の知荘章組字例 
 北京話 南京方言 H2（楊村） S15（黄村） Q1（寺前） 
茶（2等知組） [tʂha] [tʂɑ] [tʂuːɐ] [tshoːɐ] [tʂhːə] 
沙（2等荘組） [ʂa] [ʂɑ] [ʂuːɐ] [soːɐ] [ʂːə] 
長（3等知組） [tʂhaŋ] [tʂhɑŋ] [tʃo] [tʂho] [tʂhɔ ] 
初（3等荘組） [tʂhu] [tshu] [tʂhu] [tshu] [tʂhu] 













































































































































上庄 J4 21 42 55 324 33 54 六 
郎坑 J1 
F2 
31 44 213 35 22 32 六 
中村 J5 42 55 213 35 22 3 六 
家朋 J8 42 44 213 35 21 3 六 
瀛洲 J9 42 44 213 35 21 3 六 
伏嶺 J10 42 44 213 35 21 3 六 
金沙 J7 
B2 
21 55 44 213 33 35 =陽去 六 
揚溪 J6 21 55 44 212 33 35 =陽去 六 
臨溪 J2 
B1 




中溪 S3 21 44 35 213 33 3 =陽去 六 
古関 S1 31 44 35 313 33 21 =陽去 六 
桂林 S14 31 55 35 213 33 21 =陽去 六 
洪村口 S21 31 44 35 213 22 21 =陽去 六 
黄村 S15 31 44 35 212 22 21 =陽去 六 
北岸 S16 31 55 35 313 22 21 =陽去 六 
漳潭 S22 21 44 35 213 33 3 =陽去 六 
童川 S7 21 44 35 212 33 54 =陽去 六 
小川 S8 21 44 35 213 33 53 =陽去 六 
新門 S9 31 44 24 214 33 53 =陽去 六 
璜田 S10 21 44 35 213 33 54 =陽去 六 
胡埠口 S11 31 44 24 212 33 54 =陽去 六 
八村 S5 
B5 
21 42 35 212 33 54 =陽去 六 
漁岸 S6 21 42 35 212 33 54 =陽去 六 
長陔 S12 21 42 35 212 33 54 =陽去 六 
紹濂 S13 21 42 35 212 33 =陰去 =陽去 五 
岔口 S20 
B6 
21 42 55 213 33 3 =陽去 六 
蘇村 S17 21 42 55 213 33 21 =陽去 六 
三陽 S18 21 42 55 24 33 =陰平 =陽去 五 
定潭 S23 21 422 455 214 33 =陰平 =陽去 五 
金川 S19 
B7 
21 33 55 213 35 3 =陽去 六 
英富坑 S24 31 33 55 213 24 =陰平 =陽去 五 
石門 S25 A1 33 44 212 13 42 11 5 =陰平 七 
許村 S4 
E1 
31 42 35 33 212 =去声 五 







42 44 24 21 54 =去声 五 
石川 H5 42 44 24 21 54 =去声 五 
呈坎 H6 53 44 24 11 31 =去声 五 







21 55 42 213 33 35 =陽去 六 
金字牌 Q3 31 55 53 213 33 35 =陽去 六 
大中 Q4 21 55 42 212 33 35 =陽去 六 
塔坊 Q6 21 55 42 212 33 24 =陽去 六 
平里 Q7 21 55 53 212 33 25 =陽去 六 
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閶頭 Q5 21 55 42 213 33 35 =陽去 六 
晨光 Q10 21 55 53 212 33 35 =陽去 六 
大北 Q11 
B4 
21 55 35 42 22 214 =陽去 六 
許村 Q12 21 44 35 42 22 213 =陽去 六 
古溪 Q13 21 44 35 42 33 214 =陽去 六 
城安 Q14 21 55 35 42 33 324 =陽去 六 
箬坑 Q17 11 554 35 212 33 324 =陽去 六 
蘆溪 Q9 
B2 
22 55 44 213 33 35 =陽去 六 
溶口 Q8 21 55 44 212 33 35 =陽去 六 
桃源 Q15 
B8 
21 35 44 212 33 324 =陽去 六 
高塘 Q16 21 35 44 212 33 324 =陽去 六 







33 53 3 31 213 55 =陽去 六 
下溪 W2 33 53 3 31 213 55 =陽去 六 
江湾 W3 33 41 2 252 14 55 =陽去 六 
許村 W14 33 51 3 31 35 55 =陽去 六 
珍珠山 W15 33 51 3 31 35 55 =陽去 六 
河東 W10 
D2 
33 21 3 53 324 31 =陽去 六 
査村 W9 33 21 3 53 324 31 =陽去 六 
秋口 W5 33 21 3 53 324 31 =陽去 六 
思口 W6 44 21 3 53 324 31 =陽去 六 
游山 W13 
D3 
33 21 3 31 35 51 =陽去 六 
中雲 W11 33 21 3 31 35 51 =陽去 六 
里村 W7 44 21 3 31 324 53 =陽去 六 
沖田 W12 33 21 3 31 35 51 =陽去 六 
太白 W16 44 21 3 31 35 51 =陽去 六 
車田 W8 44 21 3 31 324 53 =陽去 六 
坑頭 W17 44 11 2 31 35 52 =陽去 六 





嶺南 X7 D4 11 53 3 24 31 33 =陽去 六 
板橋 X14 D5 11 55 42 13 31 33 =陽去 六 
璜茅 X8 A5 11 44 3 24 42 33 5 =陽去 七 
幸川 X4 
A1 
33 44 31 24 42 11 5 =陰平 七 
富溪 X5 33 44 31 13 42 11 5 =陰平 七 
浯田 X6 33 44 212 24 42 11 5 =陰平 七 
白際 X3 33 44 31 13 42 11 5 =陰平 七 
璜尖 X2 33 44 212 13 42 11 35 =陰平 七 
古林 X9 A2 11 44 3 24 42 =陰平 5 =陰平 六 
江潭 X15 
A3 
11 55 42 13 =陽平 =陰平 212 =陰平 五 
石田 X12 11 55 53 24 =陽平 =陰平 212 =陰平 五 
回溪 X13 11 55 42 13 =陽平 =陰平 212 =陰平 五 
和村 X16 311 55 42 13 =陽平 =陰平 212 =陰平 五 
北街 X1 A4 33 55 42 13 =陽平 =陰平 212 35 六 
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渭橋 X11 33 55 53 13 =陽平 =陰平 212 35 六 
岩脚 X10 31 55 53 35 =陽平 =陰平 212 =陽上 五 
南塘 X21 33 55 53 13 31 =陰平 212 35 七 
新安源 X20 
G 
33 24 53 31 212 五 
汪村 X18 33 24 53 31 212 五 
漁塘 X19 
E3 
33 24 53 31 213 =陰平 五 
流口 X17 33 24 53 31 212 =陰平 五 
屯溪
区 T 






21 44 53 324 3 =陰平 五 
葉村 Y5 21 44 53 324 3 =陰平 五 
梘溪 Y3 21 44 53 324 3 =陰平 五 
大星 Y4 21 44 53 324 3 =陰平 五 
宏譚 Y6 55 33 31 213 45 =陰去 五 
柯村 Y8 B4 21 44 35 53 33 213 =陽去 六 
漁亭 Y7 C1 21 44 42 35 53 213 =陰平 六 
 
4.6.6.1  7類型とその下位分類 
表 11 を合流に着目して見ると，まず陰平 T1 と陽平 T2 が合流した方言はない。これに
対して，陰上 T3と陽上 T4，陰去 T5と陽去 T6，陰入 T7と陽入 T8は，いずれも合流した
地点と合流していない地点がある。表 12 は合流状況よって徽州方言を７類型に分類した
ものである。「☓」は「合流せず」を表し，「◯」は「合流」を表す。B 型を例とすれば，
陰上 T3と陽上 T4が合流したが，陰去 T5と陽去 T6，陰入 T7と陽入 T8はいずれも合流し
ていない。 
 
表 12 単音節声調の分類基準 
 分類基準 主な分布地域 
 陰上＝陽上 陰去＝陽去 陰入＝陽入 
A型 ☓ ☓ ☓ 休寧県，屯溪区 
B型 ◯ ☓ ☓ 祁門県，休寧県，歙県，黟県 
C型 ☓ ◯ ☓ Y7（漁亭），Q2（鳧坑） 
D型 ☓ ☓ ◯ 婺源県 
E型 ◯ ◯ ☓ 休寧県，徽州区，歙県， 
F型 ◯ ☓ ◯ 績溪県 
G型 ◯ ◯ ◯ X18（汪村），X20（新安源） 
 
A 型は，陰平 T1 と陽平 T2，陰上 T3 と陽上 T4，陰去 T5 と陽去 T6，陰入 T7 と陽入 T8
がいずれも合流していない。しかし，８声調が存在しているというわけではなく，A型で







表 13  A型の下位分類 




高降[42] 低平[11] 短促[5] =陰平 
















=陰平 低曲[212] 中昇[35] 
A5型 低平[11] 短促[3] 高降[42] 中平[33] 高促[5] =陽去 
 
A1 型は，陽入 T8 と陰平 T1 が中平調の[33]に合流したものである。休寧県の東南地域
に分布している。A1 型の陰上 T3 には[31]と[212]という二つの変異形がある。また，X2
（璜尖）の陰入 T7は［35］であり，他類型の[5]と異なる。 
A2 型は，陽入 T8，陰平 T1，陽去 T6 が合流して低平調の[11]になったものである。A2
型は休寧県の X9（古林）だけに分布している。 
A3型は，陽入 T8，陰平 T1，陽去 T6が合流して低平調の[11]（[311]）になると同時に，







X10（岩脚）ではもう一つの合流が発生し，陽上 T4と陽入 T8が合流して[35]となった。 
A5型は，陽入 T8と陽去 T6が合流して中平調の[33]になったものである。それは X8（璜
茅）だけに分布している。 
 
表 14 B型の下位分類 
 陽平 T2 上声 T3,T4 陰去 T5 陰入 T7 陽入 T8 
B1型 高平[55] [44] 上昇[35] [24] 低曲[213] 短促[3][54][21] =陽去[33] 




B3型 高平[55] 高降[53][42] 低曲[213] 上昇[24][35] =陽去[33] 


















B8型 上昇[35] 高平[44] 低曲[213] 中曲[324] =陽去[33] 
B9型 高平[44] 高降[53] 中曲[324] 短促[3] =陰平 
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B 型は，陰去 T5 と陽去 T6，陰入 T7 と陽入 T8 がそれぞれ区別され，陰上 T3 と陽上 T4
が合流した類型である。B 型では，陽入 T8 が陽去 T6 と合流することが多いが，陽入 T8
が陰平 T1と合流した地点も少数ある。表 14で示したように，B型は陽入の合流状況，及
び調類と調値の関係に着目して 10類型に下位分類できる。 
B9 を除く各類型に共通する特徴は，陽入 T8 が陽去 T6 と合流したことである。B9 型で
は陰平 T1 と合流した。B9 型は主に横江上流にある黟県県内に分布している。B9型では，
陰入 T7と陽去 T6も合流し，中短調の[3]になった。 





B4 型では，陰去 T5 が高降調の[42]である。主に閶江以西の Q11（大北）に分布してい
る。Q17（箬坑）の陰去 T5 は高降調[42]ではなく，低曲調の[212]であるが，差異はこの
点だけであるので，B4型に置く。 
B5 型と B6 型では，陽平 T2 が高降調の[42]となり，B 型の他類型と異なっている。B5
型と B6 型の差異は上声 T3，T4 の調値に現れる。B5 型では上昇調の[35]，B6 型では高平
調の[55]である。B5 型は休寧県に接する歙県南部，B6 型は歙県東北部に分布している。
また，S13（紹濂）（B5 型）では，陰入 T7が陰去 T5と合流して，低曲調[212]になってい
る。S18（三陽）と S23（定潭）（B6型）では，陰入 T7が陰平 T1と合流して，低降調[21]
になった。 
B7型では，陽平 T2が中平調[33]，上声 T3，T4 が高平調[55]である。歙県の S19（金川）
と S24（英富坑）に分布している。 








表 15 C型の下位分類 
 陽平 T2 陰上 T3 陽上 T4 去声 T5，T6 
C1型：Y7（漁亭） 高平[44] 高降Ⅰ[42] 上昇[35] 高降Ⅱ[53] 
C2型：Q2（鳧坑） 上昇[35] 高降Ⅱ[53] 高平[44] 高降Ⅰ[42] 
 
表 16 D型の下位分類 
 陽平 T2 陰上 T3 陽上 T4 陽去 T6 
D1型 高降[53][51] 短促[3] 中降[31] 高平[55] 
D2型 低降[21] 短促[3] 高降[53] 中降[31] 
D3型 低降[21]低平[11] 短促[3] 中降[31] 高降[53][51] 
D4型 高降[53] 短促[3] 上昇[24] 中平[33] 




D型は陰入 T7，陽入 T8，陽去 T6の三声調が合流したものである。他の声調は合流しな
かったため，D 型はすべて６声調である。表 16 に示したように，主にどの声調が高降調
で実現されるかに基づいて，五類型に下位分類した。 
D1型と D4型は，陽平 T2が高降調の[53][51]である点で共通するが，陽上 T4の調値が
異なる。D1 型では，中降調の[31]，D4型では上昇調の[24]である。D1型は婺源県の東北
と西南部に分布している。D4 型は婺源県に接する休寧県の X7（嶺南）だけに分布してい
る。また，陰去 T5 の調値は，D1 型では低曲調[213]と上昇調[35][24]の差異がある。そ
のほか，W3（江湾）の陽上 T4は[252]という昇降調となる。 
D2 型では，陽上 T4 が高降調[53]，D3型では陽去 T6 が高降調の[53][51]となる。この
二類型も隣接分布している。D2 型は主に楽安江以東，D3 型は主に楽安江以西に分布して
いる。 
D5 型では，陰上 T3 が高降調[42]となる。婺源県に接する休寧県の X14（板橋）にだけ
分布している。 
 




表 17 E型の下位分類 
 陰平 T1 陽平 T2 去声 T5，T6 陽入 T8 
E1型 中降[31] 高降[53][42] 中平[33] =去声 
E2型 高降[42] 高平[55][44] 低降[21]，低平[11] =去声 
E3型 中平[33] 上昇[24] 中降[31] =陰平 
 
E1 型と E2 型では，いずれも陽入 T8 が去声 T5，T6 と合流したが， E1 型では陽平 T2
が高降調の[53][42]であり，E2 型では陰平 T1 が高降調の[42]である。E1 型は歙県の X2
（上豊）と X4（許村），E2 型は徽州区の H4（長潭），H5（石川），H6（呈坎）の 3 地点に
分布している。 
E3 型では，陽入 T8 が陰平 T1 と合流した。この類型は新安江の源付近に位置する X17
（流口）と X19（漁塘）に分布している。 
 
F 型は，陰上 T3 と陽上 T4，陰入 T7 と陽入 T8 が，それぞれ合流したものである。F 型
は全て績溪県に分布している。表 18で示すように，F型を二類型に下位分類した。 
 
表 18 F型の下位分類 
 陰平 T1 陽平 T2 上声 T3，T4 陰去 T5 陽去 T6 入声 T7，T8 
F1型 低降[21] 高降[42] 高平[55] 中曲[324] 中平[33] 高短[54] 
F2型 高降[42] 高平[44][55] 低曲[213] 中昇[35] 低降[21] 中短[3] 
 
F 型は全て績溪県に分布している。2 類型のうち，F1 型は J3（鎮頭）と J4（上庄）の
二地点にだけ分布している。 
G 型は，陰上 T3 と陽上 T4，陰去 T5 と陽去 T6，陰入 T7 と陽入 T8 が，それぞれ合流し



























































表 19 各項目の変化要因 







04 ソラマメ 「蚕豆」の伝播 
05 昨日 「昨朝」の伝播*・類推*・逆行同化 
ABA型分布 
06 拾う 「拾」，「捡」の伝播 
07 寝る 「睡」の伝播 
08 見る 「看」の弱化・[tshan]系語形の伝播*・「看」の伝播* 
09 母屋 「庁」の伝播 
10「トンボ」 民衆語源・[kɔŋ k ]系語形の伝播*・弱化* 
11「宝飽」の韻母 連鎖推移などの音声変化 
ABAB型分布 12 ナス 「茄」系語形の伝播 
ABAC型分布 
13 鼻 「鼻頭」，「鼻子」の伝播 
14 ミミズ 民衆語源・[kɔŋ k ]系語形の伝播 
15 台所 逆行同化・民衆語源・「厨」系語形の伝播 
ABCA型分布 
































































                            
24 『地図集』ではそれぞれ「府」と「虎」の声母，「楼」と「流」の韻母を比べている。漢字は異なる
が，現れた音韻現象には違いがない。 




















































































































































































































































































































































































































表 20 方言話者に関する詳細情報 
地点番号 村名 名字 生年 性別 職業 学歴 電話 
J1 郎坑  胡国生 1946 男 公務員 高等学校  
J2 臨溪 汪振能 1942 男 公務員 高等学校 05638430033 
J3 鎮頭 謝平香 1948 女 農民 小学校  
J4 上庄 胡洪忠 1953 男 中学校教師 中等師範学校  
J5 中村 葉正武 1950 男 公務員 中学校  
J6 揚溪 胡先生 1949 男 農民 小学校  
J7 金沙 許新華 1940 男 農民 小学校  
J8 家朋  汪曉娥 1956 女 商工業者 中学校  
J9 瀛洲 章華峰 1956 男 小学校教師 中等師範学校 05638310142 
J10 伏嶺 邵昌后 1949 男 小学校教師 中等師範学校 14755572107 
Ｓ1 古關 程愛英 1954 女 公務員 高等学校  
Ｓ2 上豐 宋志高 1951 男 公務員 高等学校 13855961859 
Ｓ3 中溪 劉公友 1933 男 農民 小学校  
Ｓ4 許村 許強明 1947 男 中学校教師 中等師範学校 13083233650 
Ｓ5 八村 程漢東 1966 男 公務員 高等学校 13515591545 
Ｓ6 漁岸 余正果 1955 男 労働者 高等学校 15556622535 
Ｓ7 童川 潘武福 1950 男 農民 中学校  
Ｓ8 小川 凌國偉 1950 男 農民 小学校 18214721233 
Ｓ9 新門 余進啓 1948 男 農民 中学校 13955953009 
Ｓ10 璜田 胡武照 1946 男 理髪師 小学校  
Ｓ11 胡埠口  呉國華 1963 男 農民 高等学校 13755958083 
Ｓ12 長陔  畢竈準 1955 男 農民 高等学校 15056694265 
Ｓ13 紹濂  程先生 1956 男 農民 高等学校  
Ｓ14 桂林 洪傑 1957 男    
Ｓ15 黃村 呉春安 1950 男 小学校教師 中等師範学校 05596640534 
Ｓ16 北岸 胡女士 1957 女 公務員 高等専門学校  
Ｓ17 蘇村 方林標 1953 男 屠殺業者． 小学校 15720597039 
Ｓ19 金川 方瑞福 1958 男 公務員 高等学校 13855991556 
Ｓ20 岔口 洪海成 1960 男 農民 中学校 15212399239 
Ｓ21 洪村口 王成平 1962 男 公務員 高等学校 13855946439 
Ｓ22 漳潭 張技光 1955 男 農民 高等学校  
Ｓ25 石門 汪家良 1960 男 公務員 高等学校 05596650080 
H1 信行 呉秋生 1955 男 公務員 高等学校 15056688764 
H2 楊村 楊先生 1938 男 農民 中学校  
H3 富溪 江衛兵 1956 男 公務員 中学校  
H4 長潭 呉建國 1955 男 公務員 中学校 13855920010 
H5 石川 洪采奇 1954 男 商工業者 中学校 13045596260 
T1 隆阜二 詹榮貴 1945 男 公務員 小学校 15212301945 
X1 北街 王銀生 1944 男 労働者 中学校  
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X2  璜尖 程光和 1954 男 小学校教師 高等専門学校 13855984641 
X4 幸川  許坤興 1960 男 農民 高等学校 13305599040 
X5 富溪 汪建奎 1954 男 農民 小学校 05597782520 
X6 浯田 程守民 1948 男 農民 小学校 13335692293 
X7 璜茅  胡秋華 1964 男 農民 中学校 13399591349 
X8 嶺南 裘洤元 1954 男 農民 小学校 15212325362 
X9 古林 程玲 1957 男 公務員 高等学校 13695590245 
X10 岩脚 陳啓新 1946 男 農民 中学校 05597560041 
X11 渭橋  汪新生 1943 男 教師 中等師範学校 15255994762 
X12 石田 項德興 1960 男 農民 中学校 1367555476 
X13 回溪 洪丐食 1942 男 公務員 高等学校 13359093173 
X14 板橋  汪金元 1950 男 農民 小学校  
X15 江潭 朱裕吉 1952 男 教師 中等師範学校 13085595588 
X18 汪村 汪松桂 1955 男 教師 中等師範学校 18955942330 
X19 漁塘 方后立 1944 男 理髪師 中学校 18055943735 
X20 新安源 呉有開 1963 男 農民 中学校 13215592413 
X21 南塘 呂討飯 1952 男 農民 小学校 05597843090 
Y1 郭門 胡栄萱 1958 男 小学校教師 中等師範学校 13855926892 
Y3 梘溪 邵永煌 1944 男 技術工 中学校  
Y4 大星 林恒玲 1947 男 農民 中学校 18225596549 
Y5 葉村 楊鳳英 1938 女 医者 中等専門学校 13855994940 
Y8 柯村 柯紹林 1955 男 小学校教師 高等専門学校 13965502689 
Q1 寺前 汪貴福 1950 男 農民 小学校  
Q2 鳧坑 曹国建 1954 男 商工業者 中学校 18205594244 
Q3 金字牌 胡友生 1939 男 農民 小学校 13470901965 
Q4 大中 程天寶 1954 男 公務員 高等学校 13865594699 
Q5 閶頭 胡蟠桃 1951 男 農民 小学校 05594596343 
Q6 塔坊  胡新建 1956 男 商工業者 高等学校 05594595225 
Q7 平里 康玉淇 1947 男 公務員 高等学校 13705597523 
Q8 溶口  胡国進 1949 男 農民 小学校 15955592635 
Q10 晨光 徐日煌 1952 男 農民 小学校 15056686714 
Q11 大北 呉永久 1952 男 農民 小学校 15255987012 
Q12 許村 許寬遠 1947 男 農民 高等学校 05594571261 
Q13 古溪 汪永紅 1958 男 公務員 小学校 18255961124 
Q14 城安  呉成義 1959 男 商工業者 高等学校 13855935733 
Q15 桃源 陳建和 1949 男 農民 小学校  
Q16 高塘 王錫林 1934 男 教師 小学校 13855958821 
W2 下溪 程寬 1959 男 農民 中学校  
W4 中村 洪先生 1960 男 農民 中学校  
W5 秋口 李利龍 1960 男 公務員 高等学校  
W6 思口 滕元瑞 1954 男 農民 中学校 15350032083 
W7 里村 洪日紅 1959 男 公務員 中等専門学校 13576333586 
W8 車田 洪新海 1960 男 農民 中学校 13576376516 
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W9 查村 程新丁 1953 男 教師 中等師範学校 15870983770 
W10 河東 余友發 1955 男 商工業者 高等学校 13803594060 
W11 中雲 洪福喜 1955 男 農民 中学校  
W12 沖田 胡国光 1952 男 農民 中学校  
W13 遊山 董盛光 1946 男 教師 中学校 18397932182 
W14 許村 張來順 1951 男 農民 小学校 07937372968 
W15 珍珠山 呂長進 1959 男 農民 中学校 15270534116 
W16 太白 胡有進 1955 男 農民 小学校 13247035627 
 
 
